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                        [image: SHIMONOSEKI MEKKI（下関鍍金） TOWARD THE FUTURE]
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                        [image: 求められる役割を果たす「表面処理」の技術集団]

                        
                            お客様の要望を察知し、
満足のいくゴールへ
                        

                        
                        
                            下関鍍金株式会社は、めっきをはじめとする「表面処理」の技術集団として、様々な製品に付加価値を与える役割を担っています。表面処理のことであれば、昭和29年の創業以来、技術の研鑽と実績を重ねてきた当社に、是非お任せください。お客様の良きパートナーとなり、最適な方策をご提案いたします。

                        

                        
                        

                        
                            めっきの役割と可能性
                        

                        
                        
                            一口に表面処理といっても、その効果は装飾的な部分に留まりません。皮膜の特性によって、対象物の機能性や耐久性、安全性等を高めることも可能であり、これから先、更にめっきの重要性が高まると予想される中で、新たな皮膜の開発等によって、より安価なものづくり、より高い機能性を担保できる可能性もあるのです。めっき技術は、現代社会・ものづくりの現場を下支えし、その発展に大きく寄与しています。
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                    [image: 下関鍍金とは / ABOUT COMPANY]

                    
                        [image: 下関鍍金が備える３つの「力」]
                    

                    
                    
                        
                            研磨からブラスト処理・印刷まで、一貫受注にも対応

                            
                            
                                
                                    [image: 幅広いニーズに応える]

                                    
                                        
                                            [image: − 磨き上げられた − 技術力]
                                        

                                        
                                            創業時より、お客様のご要望に寄り添いながら、表面処理技術の開発・研鑽に励んで参りました。現在に至るまで豊富な「めっき」を取り扱い、ワンストップにて、多種多様なご依頼に対応しております。

                                        

                                        
                                    

                                    
                                

                                
                                
                                    [image: 状況を理論的に把握する]

                                    
                                        
                                            [image: − 確かな − 知識力]
                                        

                                        
                                            下関鍍金の社員は、目の前の作業をこなすばかりではなく、「なぜ、そうなるのか？」を理論的にも学んでいます。技術と知識の双方を有することが、プロフェッショナルの条件と考えているためです。
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                                            [image: − しなやかな −  対応力]
                                        

                                        
                                            表面処理の「理論」を把握した社員は、あらゆる状況において高い応用力を発揮し、一歩先を行く成果を創出します。現状に満足せず、挑戦を良しとする社風も、社員たちの柔軟な対応を後押しします。
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                                〒752-0953 山口県下関市長府港町7番13号

                                TEL : 083-245-0171(代表) / FAX : 083-245-5069 / E-MAIL : info@s-m-k.co.jp
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                        [image: 企業理念 / PHILOSOPHY]

                        
                        [image: 受け継がれる行動指針]

                        
                        
                            下関鍍金は、表面処理の仕事を通じて、より豊かな社会の実現に貢献するため、「信頼される仕事」に取り組みます。また、それぞれの社員が当社の社会的責任を深く認知し、「より良い会社」を目指して向上心を持ち、工夫と努力を惜しまず、創業以来受け継がれてきた行動指針を、改善し続けます。
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                            [image: 技術と品質 / TECHNOLOGY AND QUALITY]

                            
                            [image: 「選ばれる存在」であるために]

                            
                            下関鍍金が担保する、技術と品質

                            
                                [image: ISO 9001]

                                
                                
                                    認証・取得 ISO 9001:2015 / JIS Q 9001:2015 取得

                                    
                                        〈 適用範囲に含まれる対象製品 〉

                                        クロムめっき、ニッケルめっき、銅めっき、銀めっき、錫めっき、陽極酸化、電着塗装、亜鉛めっき、

                                        電解研磨、イリジウムめっきの表面処理（その他付随する表面処理はこれらに含まれる）
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                                アップデートを続ける、「技術」

                            

                            
                            
                                知識・情報・創造力を結集の上、幅広いユーザーニーズを先取し、それらに応えることができる技術開発・生産性向上・作業環境の改善に努めています。常に知見を広める姿勢は、お客様の信頼とご満足を得るために欠かせません。

                                技術・開発 一例

                                
                                
                                    
                                        
                                            
                                                電鋳法によるニッケル製シームレスパイプ
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                                                    コピー機の定着ローラーに使用する、誘導ヒーター加熱部品の製造

                                                    
                                                        	詳細
	▪内径Φ37mm×400mmL×48μm
▪データは、諸特性データのみ


                                                    

                                                    
                                                

                                                
                                            

                                            
                                        

                                        
                                    

                                    
                                    
                                        
                                            
                                                パーマロイめっき

                                            

                                            
                                            
                                                
                                                    
                                                        炊飯釜に誘導ヒーター加熱を
採用のため、アルミ釜に直接部分めっき
                                                    

                                                    
                                                        	詳細
	▪最大膜厚部100μm

                                                                ▪Ｆｅ含有率10%　▪インピーダンス


                                                    

                                                    
                                                

                                            

                                            
                                        

                                        
                                        
                                            
                                                銅 粉

                                            

                                            
                                            
                                                
                                                    
                                                        銀粉の価格上昇に伴い、銅粉上に直接Agコートを
 行い、銀粉に近い非表面積及び体積抵抗値を付与
                                                    

                                                    
                                                        詳細資料
                                                    

                                                    
                                                    
                                                

                                            

                                            
                                        

                                        
                                    

                                    
                                

                                
                            

                            
                        

                        
                        
                            
                                ロジカルに管理された、「品質」

                            

                            
                                
                                    
                                        QC手法やISO 9001による品質マネジメントシステムを構築することで、根拠のある高精度の品質保証活動を実施しています。品質保証課を設け、製造者による検査と、製造部署による品質保証を一貫して行う体制も、製品品質・品質管理の向上や作業の効率化に寄与しています。
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                                品質保証に関わる保有機器

                                
                                
                                    	⽤途	機器名称	メーカー
	膜厚測定	蛍光X線膜厚計	エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社
	株式会社フィッシャー・インストルメンツ
	電磁式膜厚計	株式会社サンコウ電⼦研究所
	電解式膜厚計	株式会社中央製作所
	渦電流式膜厚計	株式会社フィッシャー・インストルメンツ
	硬度測定	ビッカース微小硬度計	株式会社明⽯製作所
	ロックウェル硬さ試験機	株式会社富⼠試験機製作所
	表⾯粗さ測定	表⾯粗さ測定機	株式会社ミツトヨ
	耐⾷性評価	塩⽔噴霧試験機	スガ試験機株式会社
	処理液の分析	原⼦吸光分光光度計	株式会社島津製作所
	紫外可視近⾚外分光光度計	⽇本分光株式会社
	表⾯観察	デジタルマイクロスコープ	株式会社ハイロックス
	株式会社キーエンス


                                

                                
                                
                                    
                                        
                                            
                                                環境への取り組み
                                            

                                            
                                            
                                                私たちは、私たちの企業活動が少なからず地球環境に影響を与えていることを理解・認識して、その影響を最小限にとどめるための活動に積極的に取り組みます。

                                            

                                            
                                        

                                        
                                        
                                            	1環境関連の法規制の遵守
	2省エネルギー
	3省資源
	4廃棄物の適正処理と削減
	5緑化活動の推進
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                            [image: 時流に沿い「未来」を創造する企業へ]

                            
                            
                                産業界における表面処理技術が担うべき役割は、今後ますます増大していくものと予想されます。特に半導体・エレクトロニクス業界において、めっきの重要性は更に高まっていくでしょう。表面処理に関して言えば、既に一定の技術が出そろったようにも見受けられますが、下関鍍金は時代の流れに呼応し、産業構造の変化を読み取って、進化し続けることを止めません。新たな分野にも挑戦・参入の上、「表面処理のプロ」たる社会的責任を果たすことによって、未来を形作る企業でありたいと考えています。
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	●工場・設備
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                        認証・取得
ISO 9001:2015 / JIS Q 9001:2015 取得

                        
                            〈 適用範囲に含まれる対象製品 〉

                            クロムめっき、ニッケルめっき、銅めっき、銀めっき、錫めっき、陽極酸化、電着塗装、亜鉛めっき、

                            電解研磨、イリジウムめっきの表面処理（その他付随する表面処理はこれらに含まれる）
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                        〒752-0953 山口県下関市長府港町7番13号
TEL ： 083-245-0171(代表) / FAX : 083-245-5069 / E-MAIL ： info@s-m-k.co.jp
                    

                

                
                
                    	事業内容
	めっき処理 / 電解研磨 / アルマイト（陽極酸化） / 電着塗装 /

                            ショットブラスト / バレル研磨 （回転バレル研磨・振動バレル研磨） /
円筒研削 / 研究・開発
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